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研究成果の概要（和文）：本研究では、特に2024年のパリオリンピック・パラリンピックに向け、先進的かつ包
摂的なグッドガバナンスに取り組んでいるフランスの国家政策の中心である新しい公益団体組織Agence 
Nationale du Sportのガバナンスについて4年間にわたり調査しました。Covid-19の影響で海外調査が制限され
ましたが、最終年度に実施し、研究成果を上げることができました。ANSやフランスにおけるスポーツガバナン
スなど公共政策を検証し、新たな知見を得ることで、公益通報制度などスポーツ団体における持続可能なグッド
ガバナンスの知識を得ることができました。

研究成果の概要（英文）：Over a four-year period, this study examined the governance of the Agence 
Nationale du Sport, a new public interest organisation at the heart of French national policy, which
 is committed to progressive and inclusive good governance, particularly in the run-up to the Paris 
2024 Olympic and Paralympic Games. Although the Covid-19 restricted our overseas research, we were 
able to carry it out in the final year and produce research results: by examining public policies 
such as the ANS and sports governance in France, we gained new insights and knowledge about 
sustainable good governance in sports organisations, such as the public interest reporting system. 
The results of the study allowed us to obtain the following information.

研究分野： スポーツ社会学、スポーツマネジメント

キーワード： スポーツガバナンス　フランス　オリンピック　ANS
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東京五輪終了後、組織委員会関連の汚職や談合事件が影響しており、札幌市民のIOCや五輪への不信感を増大さ
せ、反五輪運動を引き起こす結果となった。とりわけ五輪にまつわる新自由主義、祝祭ビジネス、商業主義、勝
利至上主義といった傾向は金銭的な成功が選手や団体の主眼となり、ドーピング問題、指導者の体罰問題、競技
団体の公金不正につながりやすい。本研究では、2024年に五輪を開催するフランスに注目し、スポーツ団体のグ
ッドガバナンスの取り組みについて研究を行った。グッドガバナンスのための人材育成、制度、法律など新しい
知見を得ることができた。日本のスポーツ界でも本研究で得られた知見を享受することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

文部科学省は「スポーツ立国戦略」（2010）においてガバナンスの強化を謳い、2011 年制

定の「スポーツ基本法」では、運営の透明性の確保、遵守すべき基準の作成そして迅速・適

正な紛争解決といった事業活動における適正さの確保を求めてきた。さらにスポーツ庁で

は、競技団体にスポーツ仲裁機構の補助金受給条件とした。加えてス   ポーツ審議会スポ

ーツ・インテグリティ・部会では設スポーツ団体ガバナンスコードを策定している。さらに

スポーツ振興センターでは JSC 八百長・違法賭博、ガバナンス欠如、暴力、ドーピング等

の様々な脅威から、Sport  Integrity（スポーツにおける誠実性・健全性・高潔性）を守る

取り組みを実施している。とはいえ日本のスポーツ団体の特徴は、選手から指導者、競技団

体の管理職と閉塞的なヒエラルキー組織であり、階級間、個人間、学閥間などの複雑で多層

的な権力抗争の構図が存在する。依然として不祥事事案が相次ぎ、スポーツ基本法の理念の

実現に向かっているとは言い難い。本研究では、日本スポーツ界の不祥事の要因には構造的

な問題があるのではないか？と仮説を立て、フランスにおけるスポーツガバナンスの構造、

実務者としての人材育成、インテグリティ教育など大所高所からの包摂的な公共政策を調

査する。2024 年パリ・オリンピック・パラリンピックに向けて開催国フランスでは、「スポ

ーツのための国家機関」公益団体の構成的合意を承認する 2019 年 10 月 4 日の法律を立法

化し、スポーツの資金調達と組織化を目的として産官学民から成り立つ公益法人 Agence  

Nationale  du Sport（ANS）を立ち上げた。 

２．研究の目的 

本研究では先進的に包摂的なグッドガバナンスに取り組んで成果をあげているフランスの

実例を現地調査し、新たな知見を見出すことで、スポーツ競技団体における持続可能なグッ

ドガバナンスのあり方を提案したい。フランスにおけるスポーツ団体 ANS におけるグッド

ガバナンスの政策の聞き取り調査を行い、ANS の構造改革、法整備を複眼的な視点から政

策を検証する。   

３．研究の方法 

本研究では以下の研究方法でフランスにおけるスポーツ団体におけるグッドガバナンス

の政策を検証した。 

◎日仏スポーツガバナンスシンポジウムの開催 

◎東京五輪におけるフランス競技団体のガバナンスの検証 

◎フランスの ANS （Agence Nationale du Sport）のスポーツ実務者制度における現地調

査、意識調査 

フランスでの ANS（Agence Nationale du Sport）の現地調査を行いスポーツ実務者育成

システムについて、スポーツ庁、育成プログラムの関係者にインタビュー調査を行った。ま

た東京五輪で来日したフランス競技団体の関係者から ANS 機関の連携、課題など担当者の

インタビューを行った。 日仏スポーツガバナンスのシンポジウムの開催し、有識者として

フランススポーツのガバナンスの専門家をパネリストに招き、パリ五輪における ASG の取

り組み、セカンドキャリアとしてのスポーツ実務者の育成の課題点、元アスリートを活用す

る指導者、実務者制度のあり方について議論を進めた。 

４.研究成果 

初年度には、Covid-19 のパンデミックの影響を受け、渡仏が不可能となったため現地調査



を取りやめ、研究計画を見直した。国内で先行研究や関連の文献を精査し、問題点の検証と

して、国内外のスポーツ団体のガバナンスに関する先行研究や事例の調査を通じて、構造的

問題点を検証した。 

2 年目も Covid-19 のパンデミックの規制があり海外調査が困難であったため、東京五輪の

ために来日していたフランスナショナルチームのスポーツガバナンスに関する現地調査を

行った。スポーツ団体の関係者らにスポーツ庁や育成プログラムの関係者へのインタビュ

ーを通じて、スポーツ実務者育成システムについて詳細に調査した。また、来日した ILO、

IOC 関係者に EU のスポーツガバナンスや IOC のインテグリティ人材育成に関するインタ

ビューも実施した。 

3 年目には、研究の中間報告として日仏スポーツガバナンスシンポジウムを開催した。議

論を活性化するために、日仏パネリストと事前に研究会を開催し論点整備を行った。フラン

スのガバナンスの専門家らをパネリストに招き、パリ五輪における取り組みやスポーツ実

務者の育成などについて議論を深めた。その結果を、年度末に「2022 年度日仏スポーツガ

バナンスシンポジウム報告」（日本女子体育大学紀要）、「地域部活動に向けた運動部の課題

とスポーツガバナンスに関する一考察」（日本女子体育大学紀要）にまとめた。 

最終年度の 4 年目には、海外渡航の制限が緩和されたため、渡航しフランス・パリにて開催

された EUROPEAN COLLEGE OF SPORT SCIENCE で研究成果を発表した。また現地

でスポーツガバナンス、スポーツ資格制度に関して、スポーツ団体、関係者らにインタビュ

ー調査を行った。またフランス国立国会図書館にてスポーツガバナンスに関する公共政策

の資料を調査した。 

 

図１.The Verification of the isolation bubble system for Olympics Camp -Ethnography of the French national team-（ECSS Paris 2023） 

科学研究費（若手研究 20K19582）の助成を受け、「フランスにおけるスポーツガバナンス

とスポーツ政策に関する研究」に取り組んできた。その結果、フランスでは公益通報制度が

既に拡充されており、不正防止に一役を担っていることが明らかになった。今後は、先駆的

に取り組まれているフランスの公益通報制度の運用を参考にすることで、日本におけるス

ポーツ団体の内部通報制度の効果的な運用方法の知見を得ることができるのではないだろ

うか。 
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